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1 はじめに 
 

2013 年 5 月の記者会見で元サッカー日本代表

前監督ザッケローニがヨーロッパの強豪チーム

と比較して日本代表に不足している要素の一つ

として“インテンシティ”を挙げて以降，日本

では度々インテンシティという用語が用いられ

るようになった[1]．ザッケローニは，インテン

シティとはボールを持っている時でも持ってい

ない時でも活動的になる事と定義しており，具

体的な例として守備時に組織的なプレッシング

を連動して行うプレーであると説明した[2]．欧

州のトップチームの監督も選手を評価する際に

“インテンシティ”に言及しており[3]，世界共

通の概念であると言える． 

現在においても日本サッカーの課題としてイ

ンテンシティの向上を挙げている．しかしなが

ら，インテンシティを構成する具体的な要素は

明確化されておらず，具体的な指導方針・トレ

ーニングに落とし込めていないのが現状である． 

そこで本研究では，カメラによって試合中の

選手の動きを抽出し，選手の位置座標を記録し

たデータ（トラッキングデータ）を用いて，現

在曖昧に用いられている“インテンシティ”を

構成する要素を定量的に分析することを試みる．

また，インテンシティと関連するパフォーマン

スは選手のポジションによって異なることが予

想されるため，ポジションごとに分類して分析

を行う．さらに，ウェブサイト上に公表されて

いる海外トップチームのデータと日本のデータ

を比較することで，インテンシティに関わる日

本サッカーの課題を考察する． 

 

2 データ及び分析結果 
 

 株式会社データスタジアムから提供を受けた

明治安田生命 J1 リーグ第 1 節の全 9 試合（平成

28 年 2 月 27 日から 28 日に開催）に関するトラ

ッキングデータとプレーデータを活用した．ス

タジアムに設置した専用カメラとソフトウェア

によって収集されたトラッキングデータからは

1/25 秒毎の選手やボールの位置座標データが得

られ，選手やボールの動きをデータ化すること

が出来る．データスタジアムの社員が試合のビ

デオ映像を専用のマニュアルに従って入力する

ことで得られるプレーデータには，各プレーヤ

ーのアクションに関するデータが含まれている．

例えば，パスやシュート，インターセプト，タ

ックル等の選手個人のプレーに関するデータの

ほか，バイタルエリアへの侵入やシュートへの

関与などチームへの貢献度もデータ化されてい

る． 

 

3 結論 
 本研究では，近年，日本サッカーのキーワー

ドとなっている“インテンシティ”に着目し分

析を行った． 

 ディフェンス面でのインテンシティに寄与す

る要素は，スプリント回数，インターセプト回

数，タックル回数，パス回数，パススピードで

あることがわかった．それらの要素を高めるこ

とでチームのインテンシティが高まると考えら

れる． 
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表 1 予想インテンシティ寄与要素とインテンシティ関連指標の相関係数（*は有意水準 10%） 

 インテンシティ関連指標 

失点数 被シュート回数 被パス回数 被ペナルティエリア侵入回数 

イ
ン
テ
ン
シ
テ
ィ
寄
与

要
素 

スプリント回数 0.014 -0.188 -0.311* -0.265 

走行距離 -0.213 0.130 0.050 -0.080 

タックル回数 -0.232 -0.291* 0.064 0.120 

インターセプト

回数 

-0.220 -0.229 -0.029 -0.402* 

ブロック回数 -0.034 0.349* 0.385* 0.312* 

パス回数 0.242 -0.193 -0.777* -0.427* 

パススピード 0.238 0.116 -0.455* -0.220 

 

表 8 各リーグのインテンシティ寄与要素の 1 試合における平均値 

インテンシティ 

寄与要素 

J リーグ（日本）：

18 チーム 

プレミアリーグ（イン

グランド）：10 チーム 

ブンデスリーガ 

（ドイツ）：18 チーム 

スプリント回数 148.2a 508.4b 200.5c 

インターセプト回数 2.6 13.9 19.39 

タックル回数 24.1 17.5 18.03 

パス回数 530.8 476.2 448.1 

パススピード 10.3 - - 

参考：走行距離（km） 112.6 110.2 - 

 

 

 

 また，インテンシティに寄与する要素は，選

手のポジションによって相違があることが明ら

かとなった．チームの指導者はポジションの特

性を考慮し，選手の適性を判断する必要がある． 

 最後にインテンシティに関わる統計を日本と

海外のチームで比較したところ，日本のチーム

は，走行距離は十分だがスプリントする回数が

非常に少ないため，メリハリのない試合展開を

していることがわかった．そして，相手選手と

接触しボールを奪うプレーが多いが，パスコー

スを予測してボールを奪うプレーは少ないこと

が明らかとなった．試合中のスプリントの回数

を増やし，相手選手のパスを予測した適切なポ

ジショニングをしていくことが欧州のリーグの

チームのサッカーに近づくための課題であると

言える． 
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